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一般相談
家庭生活上の悩みごとや、いろ

いろな手続きなどについて相談に
応じます。なお、電話でも結構です。
相談日は、土・日曜・祝日を除

く毎日。午前9時～4時
区役所 一階区民 相談室

来
年
十
月
で
満
五
十
歳

足
立
区
誕
生
記
念
に
む
け
て

5
0周
年
記
念
事
業
区
民
会
議

の
委
員
を
募
集
し
ま
すわたしたちのまち足立区は、昭和7 年10

月1日に誕生し、来年50周年をむかえます。

区では、これを記念して、各種の行事など

を検討する「50周年記念事業区民会議」を

発足します。区民の皆さんの積極的な参加

をお待ちしています。

足
立
区
が
艇
生
し
て
か
ら
来
年
十

月
一
日
で
膺
五
十
年
で
す
。こ
の
関
、

多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
の

男
力
に
さ
さ
え
ら
れ
、
六

十
万
都
市
足
立
区
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
气

足
立
区
誕
生
五
十
周
年

と
い
う
大
き
な
歴
史
の
節

目
に
あ
た
り
、
文
化
と
伝

統
を
残
し
た
先
人
へ
の
感

謝
と
と
も
に
、
次
代
を
に

な
う
子
供
達
の
た
め
に
、

今
、
私
だ
ち
か
「
詞
和
の

と
れ
た
心
豊
か
な
住
み
よ

い
足
立
し
を
築
き
、
引
き

継
い
で
吻
く
こ
と
を
考
え

る
こ
と
は
、
極
め
て
有
意

義
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の

】環
と
し
て
、
区
民
共
通
の

顛
い
や
目
標
を
定
め
る
「
区
民
憲
章
」

お
よ
ぴ
「
区
の
シ
ン
ボ
ル
」
「
区
民

の
日
」
「
名
誉
区
民
制
度
」
「
都
市

の
提
挑
」
「
区
民
ま
つ
り
」
な
ど
を

区
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
る
「
五

十
周
年
記
念
事
業
区
民
会
取
」
を
発

足
し
ま
す
。

区
民
会
議
は
、
区
畷
員
一
名
、
区

議
会
議
員
十
名
、学
識
経
験
者
一
名
、

区
内
関
係
団
体
の
構
成
員
十
四
名
、

区
内
に
住
所
を
有
す
る
方
二
十
四
名

の
委
員
で
構
成
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
区
民
会
亀
の
委
員
の

う
ち
、「
区
内
に
住
所
を
有
す
る
方
二

十
四
名
」
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
応

募
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
覡

応
募

者
多
敷
の
場
合
は
選
考
と
し
ま
す
。

応
募
方
法
　
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
畷
業
を
記
入
の
う

え
応
募
し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
限
　
一
月
三
十
一
日
(
当
日

消
印
有
効
)

応
募
・
問
合
せ
先
　
企
画
課
(
〒
旧

千
佳
一
-
四
-
一
八
)

発展する足立区

足立区誕生当時の

区役所

電子計算機の
事務処理状況

区
で
は
、昭
和
四
十
七
年
十
月
に

竜
子
計
算
機
を
設
置
し
て
以
来
、色

々
な
仕
事
を
処
理
し
て
き
ま
し
气
　

昨
年
の
四
月
に
は
、佃
人
情
餓
を

電
子
計
算
機
に
よ
り
処
理
す
る
際
、

そ
の
保
護
に
万
全
を
期
し
、区
民
の

基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
、[
東

京
都
足
立
区
電
子
計
算
組
織
に
係
る

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、条
例
第
十
条
(
事

務
処
理
状
況
の
公
表
)
に
よ
り
、一

子
計
算
機
の
事
務
処
理
状
況
お
よ
ぴ

記
録
事
項
に
つ
い
て
、
下
表
の
と
お

り
公
表
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
情
報
処
理
課

電子計算機の事務処理状況

あ
な
た
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

区
政
モ
ニ
タ
ー

募

集

今年で発足10年目 私
た
ち
の
足
立
ほ
を
、
よ
り
住

み
よ
い
区
に
す
る
た
め
、
区
民
の

方
か
ら
'
&

々
な
ご
意
見
、
要
望

な
ど
を
お
聞
き
す
る
制
度
か
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
区

政
モ
ニ
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

五
十
六
年
度
も
ま
た
。
新
し
い

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
を
次
の
硬
贓
で

募
集
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
(
年
四
回
程
度
)

▽
連
絡
会
議
へ
の
出

席
(
年
四
回
)

▽
区
政
全
般
に
つ
い

て
の
情
報
・
意
見
・

要
望
の
随
時
提
出

▽
そ
の
他
広
聴
業
務

へ
の
協
力

募
集
人
員
　
五
十
名

任
期
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
～
昭
和

五
十
七
年
三
月

応
募
資
格
　
次
の
条
件
を
満
た
す
方
　

▽
痍
二
十
歳
以
上
で
、
足
立
区
に

引
続
き
六
ヵ
月
以
上
居
住
し
て
い

る
方
　
▽
足
立
区
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
　
▽
都

内
各
地
方
公
共
団
体
の
畷
員
で
な

い
方

謝
礼
　
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
二

回
千
円
、
連
絡
会
議
へ
の
出
席
…

一
回
千
五
百
円

応
募
方
法
　
二
月
十
日
ま
で
に
、
電

話
で
応
募
用
紙
(
モ
ニ
タ
ー
募
集

要
領
、
申
込
書
)
を
鏑
求
し
て
く

だ
さ
い
。
折
返
し
郵
送
し
ま
す

選
考
　
地
域
別
、年
齢
別
、性
別
、

職
業
別
等
を
考
慮
の
う
え
選
考
し

結
果
は
本
人
に
通
知
し
ま
す

応
募
・
問
合
せ
先
　
広
報
課
広
聴
担

当

発
売
中
で
す

「
商
業
統
計
調
査
報
告
」

区
で
は
、
商
業
の
実
態
を
は
楓

し
た
「
商
業
統
計
調
査
報
告
」
足

立
区
版
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
の

調
査
報
告
一
は
、
町
丁
別
に
、
業

穩
別
、
商
店
数
、
従
業
者
数
、
年

間
販
売
額
等
種
々
の
方
面
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
内
容
豊
一

な
資
料

で
す
。

本
区
商
業
の
基
礎
賢
料
と
し
て

頒
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

頒
布
価
格
　
一
冊
二
千
六
百
円

頒
布
場
所
　
区
役
所
五
階
広
報
課

問
合
せ
先
　
広
報
課

貸
出
し
ま
す

東
京
の
農
業
の
映
画

都
市
の
闘
発
に
よ
り
、
東
京
に

は
農
地
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
都
市
農
業
は
、
都
民
へ

の
農
産
物
の
供
給
と
と
も
に
、
緑

や
オ
ー
ブ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も

貴
重
な
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
東
京
農
業
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
農
業
関
係
団

体
が
協
力
し
て
作
っ
た
「
東
京
農

葉
と
都
民
の
暮
ら
し
」(
十
六
ミ

リ
カ
ラ
ー
三
十
分
)
の
映
画
が
で

き
ま
し
た
。
貸
出
し
を
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
中
央
図
書
館
フ
ィ
ル

ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
　
　

八
四

〇
1
四
六
四
六

広
報
映
画
の
試
写
会
へ
ど
う
ぞ

旧
日
光
街
道
を
た
ず
ね
て

広
報
映
画
一
旧
日
光
街
道
を
た

ず
ね
て

」
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
の
で
、
試
写
会
を
行
い
ま

す
。
こ
の
映
画
は
、
旧
日
光
衝
道

沿
い
の
史
跡
や
文
化
、
そ
こ
に
住

ひ
人
々
の
生
活
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ

ュ
し
な
が
ら
、
足
立
の
今
と
昔
を

見
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

試
写
会
で
は
。
昼

光
の
背
番

号
3
・
長
嶋
茂
夢

の
同
時
上
映

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ど
う
ぞ
。

試
写
会
日
時
・
場
所
　
▼
第
一
回

上
月
二
十
四
日
(
土
)
午
後

二
時
、竹
の
塚
社
会
敏
育
館
　

▼
第
二
回
…
二
月
七
日
(
土
)

午
後
二
時
、
産
業
振
舞
館

広
報
映
画
　
十
六
ミ
リ
カ
ラ
上
二

十
分

問
合
せ
先
　
広
報
課

家
屋
等
を
新
築
・

改
築
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

住
居
表
示
実
施
済
地
域
内
に
、

家
屋
等
を
斬
・
改
築
さ
れ
た
方
は
、

住
居
表
示
に
よ
る
住
居
番
号
(
住

所
)
を
付
け
る
た
め
の
届
出
が
必

要
で
す
。

こ
の
届
出
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、

正
し
い
住
所
と
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
転
入
・
転
出
届
が
で
き
ま
せ

ん
。届
出
に
は
、建
築
確
認
通
知
S

と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

建
築
業
者
の
方
へ

僅
宅
を
驀
て
た
場
合
、
建
築
許

可
と
は
別
に
住
居
表
示
に
よ
る
番

号
(
住
所
)
を
付
け
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
鷆
築
許
可
申
請

の
際
に
、
住
居
表
示
係
ま
で
お
寄

り
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、住
居
表
示
係
へ
。
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足立区民のひろばNHK と

共 催

皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

多
彩
な
も
よ
お
し
も
の
が
い
っ
ぱ
い

足立区
と区教育委員会では
、
N
H
K
と共

催で
、二月五日
から二十七日まで「足立区

民のひろば
」を開催することになりました
。

この行事は
、放送や各種行事を通じて地域

文化の向上
、区民の教育
、教養の向上に役

立てようというものです
。期間中
、番組の

公開
、共催の各種催しなど多彩なプロ
グラ

ムが用意されています
。

家庭教育セミナー

□
十
代
の
教
育
相
談
(
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
公
開
録
画
、
講
演
)

日
時
　
二
月
十
日
(
火
)
午
後
二
時
～
四
時

場所
　社会教育館ホ
ール

対象
　中学生の父母

定員
　三百名

テ
ーマ
　反抗と自立

講
師
　
小
此
木
啓
吾
氏
(
爬
応
大
医
学
都
助
教
授
)

放送日
　二月二十日
(金
)午後

四時五分

□
お
か
あ
さ
ん
の
勉
強
室

日
時
　
二
月
十
(
日
(
水
)
午
前
十
時
～
正
午

場所
　東
部セ
、彡
-

対象
　小
学生の・母親

定員
　二百名

テ
ーマ
　心の
健康を育てる

講師
　依田明氏
(横浜国大教授
)

申込方法
　いずれも往復
(ガキ

で申し
込んでください
(定員

を超え
た場合抽選
)

申込期限
　一月三大
日
(必着
)

申込・
問合せ先
　社会教育課
(

〒
1
2
0

千住一
丿四
-一
(
)

区民大学公開講座

日
時
　
二
月
卜
四
日
(
土
)
午
後
七
畤
～
八
時
三
十
分

場所
　社会教冐館ホール

定員
　三百名

テ
ーマ
　日冰人の司鮹性

講師
　樋口
清之氏
(国学院大教

授
)

申込方法
　住復
(ガキを使用
(

定員を超えだ場合抽選
)

申込期限
　一
月三
十一日
(必着
)

申込・
問合せ先
　社会教育課

、一r加珊主一
-猖
-一
代
)

親と子の天文教室

日
時
　
二
月
二
十
一
日
(
土
)
午
後
六
時
～
(
時

場所
　教育セン
タープラネタリ

ウム室
対象
　小学校四年生
以
上の
児

童
、生徒とその父母

定員
　二百三十名
(先着順
)

内
容
　▽諏演『宇
宙の歴史をさ

ぐ戸
　▽プラネタリウム投

映
豕
の星声

講師
　小尾償弥氏
(東大教授
)

参加費
　無料

申込方法
　直接窓口または電話

※
当
日
の
一
般
投
映
(
午
後
六
時
三
十
分
)
は
中
止
に
な
り
ま
す
、

申込・
問合せ先
　教育センター

八五〇
-八八〇一

バドミントン講習会

日
時
　二月二月匕冂
(金
)

▽
練
習
・
・
・
午
前
九
時
か
ら
　
▽
折

導
…
午
前
十
時
～
j
一
時
一
半
分

場所
　総合スポ
ーツセンタ
ー

対象
基礎技術があり
、一
応試

合形式でできる初級蓍

定員
　百名
(先着順
)

持参するもの
　ラ
ヶ
。卜
、スポ

ーツウェア
、上履用運動靴

費用
　二百円
(施設使用料
)

指
導
者
(
講
師
)
　
讌
木
博
恵
氏

(全日本実業団シン
グルスチ

ヤンピオン
)他

申込方法
　一月二十日午前九時

から直接窓口または電話

申込・
問合せ先
　総合スポーツ

センター
　　
(五九
-
(二一

一高齢者健康教室

日時
　二月卜
(日
(水
)午後二

時
?四時

場所
　竹の塚温水プール体育室

対象
　老人クラブ代表

定員
　二百名

内容
　高齢者グループの健康リ

ーダー指導

テ
ーマ
　暮しの中の健康づくり

講師
　柳川英麿氏
(
N
H
K
テレ

ビ体操講師
)他

申込方法
　老人クラブを経由
(

定員を超えた場合抽選
)

申込・問合せ先
　援護課
(〒圃

千佳一
-四
-一八
)

婦人水泳
初心者教室

日
時
　二
月と
百
(金
)・十
四日
(

土
)・十七日
(火
)・十
九日
(木
)

・
ニ
ト
具
金
)午
前
九時三
十
分
?

十一
時三
十
分
(延
五日
閧
)

※
二月
十
三日
は
、特別
講
師
佐慈

賻
美氏
(旧
姓
四
本
)第四
回ア
ジア

顛
技大
会日
本代
表
が指
導し
ます
。

場
所
　竹の
塚温
水
プール

対
象
　十
六
戚以
上の
婦人

定員
　百名

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

して申し込んで
ください
(走

員を超えた場合抽選
)

申込期限
　一月二
丈五目
(当口

消印
有効
)

申
込
・
問
合
せ
先
竹
　
の
塚
温
水
プ
ー
ル
(
〒
旧
西
保
木
間
四
上
O

-一
　　
(五〇上
二
弖
)

消費者講座

テ
ーマ
　知って
おきたい暮しの

法律
日時・内容・
講師

▽二月土
(日
(月
)…年金とく

らし
　山崎泰彦氏
(社会保障

研究所
)

▽二月十
(日
(水
)。・・相続・
贈

与と
は
萩原
健二
氏
(弁
霞士
)

▽
二
月
一
不
日
(
金
)
・
・
・
訪
問
販
売
・

通
信
販
売
等
の
利
用
苗
代
強
氏

(
都
消
費
者
セ
ン
タ
ー
相
談
課
艮
)

午
時
十
時
～
正
午

定
員
　各日
五
十名
(先
着順
)

申
込方
法
　一
括予
約

申
込・
問合
せ先
　消
費者
セン
タ

ー
　　
(七
〇
-匸二九一

五色桜の里帰り

足立の五
色桜が疸米して

明年で七十年になります
。

そこで昭和五十七年の足

立区制五十周年に
、桜の里

帰り植樹を行うため
、二月

一
日
、米国から苗作りに必

要な桜の枝約三千本が持帰

られ
、育てられます
。

ひるの散歩道 NHK ラジオ
公開 録音

お気軽にお申し込みください

内山田洋とクールファ
イブ他
、豪華ゲ

ストとともに
、楽しい一
時をお過しくだ

さい
。

日
時
　
二
月
士
三
目
(
金
)
午
後
六
時
ニ
ト
分
～
八
時

場所
　足立区
文化会館

出演
　▽内山叫洋とクー
ルファ
イブ
▽

牧村三枝子
　▽河合奈保・
F
　▽高瀬文

定員
　九百名

申込方法
　往復
(ガキに住即
氏名を妃

入の
うえ、お申し込みください
(定員

を超えた場合は抽選
)

申込期限
　一
月ニト六日
(必肴
)

申込先
　
N
H
K
「
ひるの散歩通」公開係
(

〒澗渋谷区神
南一〒
二
上
)

放送日
　二月十六日
(月
)・ユ
L七日
(火
)

両日
とも午後
O時三卜分から

問
合
せ
先
　
社
会
教
育
課

河合奈保子内山田洋とクールファイブ

牧村三枝子高瀬文

緑
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

苗
木
の
無
料
配
布

誕生記念樹

区では、「
緑の町
づくり」

の一
環として「
お子さんの氈

生を記念し、苗木をプレ
ゼン

トします。
昭和五十五年十月以降に、

お子
さんが誕生し、引き続き

区内にお住いの方が
対
象で

す。まだ手続きをして
いな方

は。次の要領で
お申し込みく

ださい。
申
込
方
法
　
(
ガ
キ
に
「
艇
生
記
念
樹
希
望
」
と
書
き
、
苗
木
の

種
類
、
配
布
鳩
所
、
住
所
、
保
撞
者
氏
名
、
電
話
番
气
お
子

さんの
名前、生年月日
を記

入し、お申し込みください

苗木の種類
　次の中から一
木

選んでいただきます

キ
ン
モ
ク
セ
イ
(
〇
・
九
㍍
)
、

サ
ザ
ン
カ
(
一
・
五
M
)
、
黒

竹
(
二
本
立
ち
一
・
五
切
)
、

柿
の
木
(
二
・
一
び
)
、
八
重

桜
(
一
・
二
㍍
)
、
紅
梅
(
〇
・
九
㍍
)
、
イ
チ
'
ウ
(
二
・

一
㍍
)

配布場所
　次の鳩所のうち、

一
か所遇んでいただきます

▽区役所本庁舎
(千住一
-

四
-一
八
)
　▽第二
庁
舎
(

梅田七
-三三
-七
)

申込期限
　一月三十一
日
(必

着
)

配布予
定月日
　三月下旬

緑化計画書を

提出した方へ

区
で
は
、
区
内
の
民
有
地
の
緑
化
を
図
る
た
め
、
二
百
平
方
㍍
以

上の敷地に住居や工
場等の觜

築物を新築する方を対象に、

「
緑化計画一
」を提出してい

ただいています。今回は、昭

和五十五年二月以降に緑化計

画書を提出した方に苗木をさ

し
あけます。

まだ、手続きをしていない

方は、次の要領で
お申し込み

ください
。樹租
および本数に

ついては区に一
任願います。

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
に
『
新
築
植

樹
奨
励
用
苗
木
希
望
』
と
書
き
、
新
築
場
所
、
申
込
者
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
配

布
場
所
を
記
入
し
、
お
申
し
込

みください
‘

配布場所
　次の場所の
うち
】

か所を選んでいただきます

▽区役所本庁舍‘
(千佳一
-

四上
八
)
　▽東
槽公
園
(

椿一〒
ニ
ー
九
)
　▽東

部センタ
ー
(東綾瀬一
-五
-

一
七
)
　▽竹の塚第六公

圍
(竹の塚一
〒
二五
-三
)

申込期限
　一
月三十
盲
(必

輦
)

配布予定月日
　三月上旬

申込・
問合せ先
　緑化係
(〒
M

千
住一
i四上
(
)

暮
ら
し
と
省
エ
ネ
展

□
省
エ
ネ
展
示
相
談

日時・
場所

▽二月五日
(木
)こ
(日
(金
)

・・・教育センタ
ーロビー

▽
二
月
二
十
日
(
金
)
・
二
上
日

(
土
)
・
・
・
東
部
セ
ン
タ
ー
会
議
窒

午
前
t
時
～
午
後
四
時

内容
　▽パネル展示
　▽
省エネ

相談
　▽
省エネ映画上映

主
催
　
足
立
区
、
N
H
K
、
東
京
電
力
、
東
京
ガ
ス
、
一
電
公
社
、
都

水道局
、都膺掃局

問合せ先
　広報課

□
経
済
講
演
会

日時
　二月六口
(金
)午後一
時

犬二時
場所
　社会教育館
ホール

定員
　三百
名

テーマ
　暮らしと経済

講師
　中村黍治郎氏
(
N
H
K
解

説委員
)

申込方法
　往復
(ガキを使用
(

定貝を超えた場合抽選
)

申込期限
　一
月二十六日
(必着
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
広
報
課
【
〒
旧
千
住
】
¶
四
上
(
)

献
血
に
ご
協
力

を

献血強調月間実施中

足立区では
、いつでも誰で

も必要な血液か迅速に供給さ

れるよう
、献血の
推進に力を

入れてます
。現在
、葛飾赤十字

血液セン
ターと協力して
、区

内各所において移助採血車に

よる献血を行なっています
。

血液は長期間保存するこ
と

ができませんので
、絶え
ず一

定の血液か必要です
。特に「

冬期は血液が不足するため
、

二月七日
までを「献血推進強

調月間
」としています
。

区民の
皆さんの心からの
ご

協力をお願いします
。

区では
、献血功労者として
、

献血回数二十回以上の方を表

彰しています
。

献
血
日
程

献血の日程は区民カレンダ

ー
(毎月二十日号
)をご覧く

ださい
。

なお
、竹の塚駅東口では
、

毎月ニ
ト
Bに
、また北千住駅

西口で
は
、毎月三十日
(両方

とも日曜
、祭日のと
き
は
翌

日
)に行います
。

※街頭献血受付時間は
、午前

十
時
～
午
後
三
時
三
十
分
(
た
だ
し
、
午
前
十
一
時
三
十
分
～
午
後

〇時三十分を除く
)

献血できる方

次の
条件に
あう方なら誰で

も献血で
きます
。

▽
崗
十
六
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
方
　
▽
男
性
四
十
五
り
、
女
性

四
+
4
以
上
の
方
　
▽
最
高
血
圧
百
X
E
㍍
以
上
の
方
　
▽
血
液
比
重

一・
〇五二以上の方
　▽
前回

の採血から
Iヵ月を経過して

いる方献血
で

健
康
管
理
を

献血をしていただくと
、本

人の
健康状態をチェ
。クする

検査サー
ビスを
行って
い
ま

す。これは、六項目の検査を

実施し、肝
疾患や腎炎などの

疾病の早期発見に役立ち、も

し検査結果に異常がある場合

は、本人だけにお知らせしま

す。このように献血すると、

献血者ご自身の健康管理に、

たいへ
ん役立ちます。

◎献血に関する、旬間い
合わ

せは、衛生部簀理課または、

葛飾赤十字血液センター
(　

六九三
-五七〇一
)へ
。

保
健
所
だ
よ
り

成人病検診

□
千
住
保
健
所

日
時
　
毎
週
金
曜
日
受
付
け
は
、
午
後
一
時
か
ら
一
時
三
十
分

対象
　三十歳以上の区民

内容
　血『
心電図、尿
検査、

血液検査その他
<冐・
子宮
'

ンは
含まれて
いません』

費用
　五千円程度

申込方法
　電話予約

申込・
問合せ先
　千住保健所

予防課
　　八
(
(―四二
七

七□保
健
セ
ン
タ
ー

日時
　毎週水曜日
受付けは
、

午前九時から十時

対象
　三十歳以上の区民

内容
　心一
図
、眼底
、尿検査
、

血液検蒼その他
(冐・
子宮

ガンは含まれていません
)

費用
　五千円程度

申込方法
　一話予約

申込・
問合せ先
　保健セン
タ

ー
　　
(五五
-四一
五一

栄養講習会

日
時
　
二
月
四
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

場所
　足立保健所栄養室

内容
　胃腸病予防の食生活と

調理実演
(費用は無料
)

申込方法
　一晒予約

申込・
問合せ先
　足立保健所

栄養指導担当
　　八五五一

四一五一
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完全参加
と平等

国際障害者年1981

国際障害者年を迎えて

国
連
は
、
一
九
(
一
年
(
昭
和
五

十
六
年
)
を
「
国
際
障
害
者
年

」
と

し
、
テ
ー
マ
と
五
つ
の
目
的
な
ど
を

決
め
、
各
国
か
十
ヵ
年
に
わ
た
る
国

内
行
助
計
画
を
た
て
る
よ
う
呼
ぴ
か

け
ま
し
た
。

テ
ー
マ
　
完
全
参
加
と
平
等

目
的
　
(
1
)
障
害
者
の
社
会
へ
の
身
体

的
お
よ
び
精
神
的
適
合
を
擾
助
す

る
こ
と

(
2
)
障
害
者
に
対
し
て
適
切
な
援

腟
、
馴
練
、
冶
療
お
よ
び
指
導
を

行
い
、
適
当
な
雇
用
の
機
会
を
創

出
し
、
ま
た
障
害
者
の
社
会
に
お

け
る
十
分
な
統
合
を
確
保
す
る
た

め
の
す
べ
て
の
国
内
的
お
よ
ぴ
国

際
的
男
力
を
促
進
す
る
こ
と

(
3
)
障
害
者
が
日
常
生
活
に
お
い
て

実
際
に
参
加
す
る
こ
と
、
例
え
ば

公
共
肄
築
物
お
よ
ぴ
交
通
機
関
を

利
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
奨
励
す
る
こ
と

(
4
)
障
害
者
か
経
済
、社
会
お
よ
ひ

政
冶
活
動
の
多
方
面
に
参
加
し
、

責
献
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
一
般
の
人
々
を
啓
発

し
、
ま
た
周
知
す
る
こ
と

(
5
)
障
害
の
発
生
予
防
お
よ
び
リ

(
ビ
リ
テ
ー
シ
ー
ン
の
た
め
の

効
果
的
施
策
を
推
進
す
る
こ
と

国
際
障
害
者
年
の

意

義

国
連
か
提
唱
し
た
岡
際
障
害
者

年
の
テ
ー
マ
「
完
全
参
加
と
平
等
」

と
い
う
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、

風
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
ぴ
民
間

に
よ
る
各
種
の
啓
発
醺
勵
、
障
魯

者
対
策
、
国
際
協
力
な
ど
を
実
施

し
、
あ
わ
せ
て
国
際
障
書
者
年
を

契
機
と
す
る
国
内
行
助
計
画
を
策

定
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

国
際
障
害
者
年
の

推
進
体
制

国
際
陣
害
者
年
を
推
進
す
る
に

当
た
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
総

理
大
臣
を
本
都
長
と
す
る
「
国
際

障
害
者
年
推
進
本
譽

を
総
理
府

に
設
一
し
、
ま
た
東
京
都
に
お
い

て
は
、知
事
を
本
都
長
と
す
る
『
岡

際
障
害
者
年
東
京
都
推
進
本
部
』

を
福
祉
局
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
区
長
を
本
都
長

と
す
る
「
国
際
陣
書
昔
年
足
立
区

推
進
本
都
」
を
設
置
し
、
足
立
区

行
動
計
画
の
策
定
お
よ
び
国
際
障

害
者
年
に
係
わ
る
施
策
の
総
合
的

か
つ
効
果
的
な
推
進
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
国
際
障
害
者
年

を
迎
え
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
瓢
い
し
ま
す
。

ひろば
☆
足
立
区
民
大
合
唱
の
集
い

足
立
合
唱
連
盟
で
は
、
六
月
十
六

日
、
第
二
回
合
一
孥
に
百
名
以
ヒ
の

大
合
唱
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
特
に
男
声

の
参
加
を
の
ぞ
み
ま
す
。

対
象
　
合
S
に
興
味
を
お
持
ち
の
高

校
生
以
上
の
男
女
(
経
験
は
問
い

ま
せ
ん
)

練
習
日
時
　
毎
週
土
曜
日
午
世
一
一

時
!
五
時
(
第
一
回
は
一
月
二
十

四
日
)

練
習
場
所
　
千
寿
第
四
小
学
校
音
楽

寔

問
合
せ
先
　
伊
興
中
学
校
　
　
【
五

五
1
二
三
六

】
(
村
上
)

☆
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
夕
べ

日
時
　
一
月
二
十
九
日
、二
月
十
二
日

午
後
六
時
三
十
分
～
九
時

場
所
　
千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館

対
象
　
十
六
歳
以
上
(
初
心
者
歓
迎
)

費
用
　
無
料

※
上
履
き
運
助
靴
持
参
、
毎
回
抽
選

で
粗
品
進
呈
。

問
合
せ
先
　
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連

盟
　
　
八
八
一
-
九
〇
六
石

☆
北
海
道
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

期
日
　
三
月
六
日
～
八
日

費
用
　
四
万
九
千
円

交
通
　
往
復
と
も
航
空
機
使
用
(
ホ

テ
ル
ニ
泊
二
朝
食
付
、
講
習
、
バ

。
ダ
テ
ス
ト
有
り
)

主
催
　
足
立
区
ス
キ
ー
協
会

問
合
せ
先
　
区
ス
キ
ー
協
会
　
　
(

(
二
―
七
七
(
九

申
込
先
　
バ
ム
ス
ポ
ー
ツ
(
千
住
三

一

七
五
　
　
(
(
一
〒

七
九
〇

〇
)

☆
ハ
イ
キ
ン
グ
同
行
者
募
集

足
立
区
成
人
学
校
「
山
と
自
然
科
」

第
一
期
生
の
初
(
イ
キ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。皆
さ
ん
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
二
月
一
日
(
日
)

行
先
　
奥
武
蔵
、
子
の
権
現
と
竹
寺

費
用
　
交
通
費
自
己
負
担

申
込
方
法
　
住
復
(
ガ
キ
で
、
一
月

二
十
六
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
山
と
自
然
の
会
(

〒
1
2
1
花
畑
一
―
荅

〒
(
　

　
(
(

四
-
〇
九
八
九

佐
久
間
)

投
稿
規
定
　
▼
サ
ー
ク
ル
情
報
、
行
事
、
催
し
も
の
、

講
習
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
　
▼
ハ
ガ
キ
ま

た
は
封
書
で
百
四
十
字
以
内
　
▼
住
所
、
氏
名
、
団
体

名
、
電
話
番
号
、
費
用
(
金
額
・
使
途
)
を
明
記
　
▼
営

利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
は
掲
載
不
可
　
▼
掲

載
、
不
掲
載
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん
　
▼
締
切
り
は
発
行

日
の
1
ヵ
月
前
　
▼
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課
(
〒
1
2
0
千
住
一―
四―

一
八
) 福

祉
事
業
あ
ん
な
い

心
身
障
害
者
の
み
な
さ
ん
へ

心
身
障
害
児
緊
急

あ
ず
け
あ
い
制
度

重
度
の
心
身
障
害
児
の
い
る
ご
家

庭
で
、
家
族
の
方
の
疾
病
、
外
出
等

に
よ
っ
て
、
一
時
的
に
他
の
介
護
蓍

を
必
要
と
す
る
場
合
に
区
の
指
定
す

る
団
体
の
会
員
間
で
。
相
互
に
陣
客

児
を
あ
す
け
あ
う
も
の
で
す
。

対
象
　
区
内
在
住
で
、
障
害
の
程
度

か
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
十
八

歳
末
崗
の
方

(
1
)
身
体
障
魯
者
手
帳
一
・
二
級
　

(
2
)
愛
の
手
帳
一
・
二
度
　
(
3
)
脳
性

マ
ヒ
、
進
行
性
筋
萎
縮
症
で
(
1
)
、

(
2
)
と
同
程
度
と
認
め
ら
れ
る
希

指
定
団
体
　
▽
足
立
区
肢
体
不
自
由

児
父
母
の
会
(
　
八
五
五
-
二
○

九
四

富
岡
誠
こ
　

▽
足
立
区

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
(
　
(
(
九
-

五
〇
一
五

平
野
和
代
)

問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉
係

自
動
車
運
転
教
習

費
用
の
一
部
を
補
助

身
体
障
害
者
の
'方
か
、
自
助
車
運

転
免
杵
を
取
得
、
ま
た
は
排
気
a
の

限
定
解
除
を
受
け
る
際
に
、
教
習
費

の
一
部
を
禰
助
し
ま
す
。
該
当
す
る

方
は
、
敕
習
所
に
入
所
す
る
と
同
時

に
申
睛
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
条
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方

▽
適
性
試
験
に
合
格
し
、
教
習
所
に

入
所
を
承
認
さ
れ
た
方

▽
身
体
陣
害
者
手
曉
三
級
以
上
、
ま

た
は
内
部
陣
書
四
級
以
上
、
下
肢

体
幹
機
能
陣
書
五
級
以
上
で
歩
行

困
難
な
方

▽
三
ヶ
月
以
上
区
内
在
住
で
、
前
年

の
所
得
税
額
が
四
十
万
円
以
下
の

方
申
請
に
必
要
な
も
の
　
身
体
陣
害
者

手
帳
、
住
民
票
、
所
得
の
征
明

一
、
教
習
所
の
入
所
承
肥
書
(
聚

明
番
)
、
印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉

係重
度
心
身
障
害
の
方
へ

家
政
婦
派
遣

重
度
心
身
障
害
者
の
い
る
家
庭
で

陣
害
者
の
世
話
を
し
て
い
る
方
の
一

時
的
疾
病
な
ど
に
よ
り
、
障
害
者
の

方
の
日
常
生
活
に
不
便
を
き
た
す
と

き
、
家
政
婦
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象
　
(
1
)
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二

級
の
万
　
(
2
)
震
の
手
帳
一
二
一
度

の
方
　
(
3
)
脳
性
マ
ヒ
、
進
行
性
筋

薺
縮
症
で
、
(
1
)
(
2
)
と
同
程
度
と
綛

め
ら
れ
る
方

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
身
体
障
害

者
手
帳
、
愛
の
手
帳
　
▽
家
政
婦

そ
必
要
と
す
る
理
由
を
明
ら
か
に

す
る
番
類
　
▽
印
か
ん

※
家
政
婦
の
派
遣
は
、
世
話
を
し
て

い
る
方
の
一
時
的
疾
病
の
他
、
出
産

や
冠
婚
葬
祭
に
出
席
す
る
と
き
な
ど

も
受
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
福
祉
事

務
所
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
派
遣

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
魯
福
祉

係

無
料
巡
回
相
談

都
お
よ
ぴ
区
で
は
、
心
身
に
障
害

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
身
体
陣
害
者

手
帳
・
知
恵
遅
れ
の
方
の
手
帳
の
申

冊
に
関
す
る
こ
と
や
義
足
な
ど
補
装

具
の
交
付
、
陣
客
の
等
級
変
更
、
施

股
へ
の
入
所
、
就
職
、
ま
た
国
民
年

金
、
福
祉
手
当
な
ど
の
無
料
巡
回
相

挾
を
け
い
ま
す
。

日
時
　
一
月
二
十
(
日
(
水
)
午
後

一
時
～
三
時

場
所
　
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

持
参
す
る
も
の
　
印
か
ん
、
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
(
す

で
に
お
持
ち
の
方
の
み
)

主
催
　
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
都
台
東
児
童
相
談
所
、
足
立

区
、
区
社
会
福
祉
恊
曦
会

く
わ
し
く
は
、
各
襭
阯
筝
胯
斫
へ
。

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
た
め
に

老
人
緊
急
一
時

保
護
制
度

こ
の
制
度
は
、
寝
た
き
り
の
老
人

を
介
護
し
て
い
る
家
庭
の
方
が
、
病

気
、
事
故
、
出
産
な
ど
特
別
な
理
由

で
一
時
的
に
世
話
か
で
き
な
く
な
っ

た
時
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
お

預
り
し
、
冢
族
に
か
わ
り
、短
期
間

お
雎
晧
し
ま
す
。

対
象
　
区
内
在
住
の
六
卜
五
歳
以
上

の
方
で
、
常
時
他
人
の
介
護
が
な

け
れ
ぱ
、日
常
の
生
活
が
で
き
な

い
状
態
に
あ
り
、
次
の
二
つ
の
粂

件
に
駁
当
す
る
方

▽
特
に
医
師
の
治
一
を
必
要
と
し

な
い
方
　
▽
精
神
性
疾
患
や
伝
染

性
疾
患
が
な
い
な

家
族
の
状
態
　
▽
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

理
由
で
一
時
不
在
に
な
る
方
　
▽

購
気
や
募
故
、
出
産
な
ど
で
介
謝

に
あ
た
れ
な
い
方

保
護
期
間
　
特
別
費
讚
老
人
ホ
ー
ム

足
立
新
生
苑
(
花
畑
四
上
二
九
-

一
〇
)
で
、
七
日
以
内
に
限
り
保

躓
し
ま
す

費
用
　
食
事
な
ど
の
費
用
と
し
て
、

一
日
千
三
百
五
十
円
(
生
活
保
護

受
給
者
は
除
く
)

※
老
人
の
送
迎
は
、
原
則
と
し
て
家

族
が
行
い
ま
す
か
、
送
迎
困
難
な
場

合
は
、
施
股
に
依
頼
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係

ふ
と
ん
丸
洗
い
・

乾
燥
消
毒

利
用
で
き
る
方
　
区
内
在
往
の
六
十

五
歳
以
上
の
自
宅
に
裏
た
き
り
の

方
(
老
人
福
祉
手
肖
受
給
者
お
よ

ぴ
こ
れ
に
凖
ず
る
方
)

費
用
　
無
料

実
施
方
法
　
区
か
ら
委
託
を
受
け
た

業
者
が
み
な
さ
ん
の
お
宅
に
伺
っ

て
、
便
用
し
て
い
る
寝
具
頬
を
預

か
り
、
丸
洗
い
、乾
燥
消
毒
し
て
、

そ
の
日
に
お
届
け
し
ま
す

事
業
の
内
容
　
毎
月
一
回
、年
閥
を

通
じ
て
行
い
ま
す
。
丸
洗
い
、
乾

燥
消
毒
を
す
る
寝
具
は
一
人
一
組
(

敷
布
団
(
掛
布
団
、
マ

。ト
レ

ス
、
毛
布
各
一
枚
)

申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係

老
人
福
祉
手
当
を

支
給
し
ま
す

老
す
い
李
傷
病
の
た
め
、
覆
た
き

り
の
お
年
寄
り
に
、
老
人
福
祉
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
、
お
早
め
に

申
隋
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
区
内
在
住
の
六
十
五
歳
以
上

の
方
で
、
自
宅
に
六
ヵ
月
以
上
寝

た
き
り
の
ま
ま
の
状
態
(
日
光
浴

な
ど
の
た
め
、
庭
を
散
歩
で
き
る

極
度
を
含
ひ
)
に
あ
り
、
食
事
、

入
浴
、
排
便
な
ど
日
常
生
卮
を
営

ひ
上
で
著
し
い
支
陣
の
あ
る
方
。

ま
た
、
病
院
(
精
神
科
を
含
む
)

に
引
き
続
き
六
ヵ
月
以
上
入
院
し

て
い
る
方
も
、
寝
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
も
の
と
し
て
、
対
象
に
な

り
ま
す

支
給
制
限
　
▽
本
人
や
家
族
の
‘所
得

に
よ
る
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
　
▽

老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
場

合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

支
給
額
　
月
額
一
万
二
千
五
百
円

支
給
方
法
　
申
隋
の
あ
っ
た
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
支
給
時
期

は
、
毎
年
四
月
、
八
月
、
十
二
月

下
旬
に
本
人
名
儀
の
口
座
に
振
り

込
み
ま
す

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
住
民
票
の

世
帯
全
員
の
写
し
　
▽
本
人
名
儀

の
頂
金
通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
　

▽
印
か
ん
　
▽
入
院
し
て
い
る
方

は
入
院
証
明
書
ま
た
は
診
断
証
明

書
※
現
在
、
老
人
福
祉
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
で
、
金
融
機
関
、
口
塵

番
号
、
住
所
な
ど
の
変
更
や
そ
の
他

の
異
助
が
あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
異

勵
(
消
滅
)
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係

お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
保
険
料

昭
和
五
十
五
年
度
国
民
年
金
保
険

料
第
四
期
分
(
一
月
～
三
月
分
)
の

納
期
は
一
月
末
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、昭
和
五
十
三
年
第
三
期
分
　

(
卜
月
～
十
二
月
分
)
は
一
月
末
日

を
過
ぎ
る
と
時
効
と
な
り
、
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
保
険

料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

将
来
年
金
を
受
け
取
る
際
に
不
利
に

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
受
給
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納
付
書
の
な
い
方
、
紛
失
さ
れ
た

方
に
は
、
再
発
行
し
ま
す
の
で

、
国

民
年
金
諌
検
認
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

申
込
受
付
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た

伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘

三
月
一
日
よ
り
申
し
込
み
方
法

が
変
わ
り
、
四
月
中
ご
利
用
の
方

は
、
三
月

―
日
よ
り
受
付
け
し
ま

す
。

申
込
方
法
　
▽
毎
月
一
日
(
一
日

か
休
日
の
場
合
は
翌
日
)
か
ら

翌
月
一
ヵ
月
分
の
受
付
け
開
始
(

空
室
の
あ
る
場
合
は
、
利
用

日
の
三
日
前
ま
で
受
付
け
)
　

▽
国
保
加
入
世
帯
の
方
で
午
前

九
時
ま
で
の
申
込
者
・・・
抽
遇
に

よ
り
申
し
込
み
順
位
を
決
定
し

受
付
け
(
保
険
証
持
参
)
　

▽
午
前
九
時
以
降
申
込
者
・・・九

時
以
前
の
最
終
申
し
込
み
者
の

あ
と
か
ら
、
一
般
、
国
保
加
入

者
共
に
先
着
順
で
受
付
け
　

▽
一
日
以
外
の
受
付
け
は
、
国

保
課
庶
務
係
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い

利
用
料
　
▽
寞
料
(
一
軣
泊
、二
?

五
名
ま
で
宿
泊
で
き
ま
す
)
　

▽
国
保
加
入
者
・・・
五
千
円
　

▽
一
収
区
民
・・一
七
千
五
百
円
　

▽
食
事
料
金
(
朝
夕
食
)
は
岡

保
加
入
者
、
一
般
区
民
の
ほ
別

な
く
一
人
に
つ
き
、
大
人
食
・・・

千
五
百
円
、
子
供
食
・・・千
円

※
申
し
込
み
の
時
は
、
利
用
料
、

保
険
証
(
加
入
世
帯
の
み
)
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

休
館
日
　
毎
月
第
二
・
第
四
火
曜

日
・
水
曜
日

臨
時
休
館
日
　
四
月
七
日
～
(

日
、九
月
二
十
九
日
～
二
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
国
保
課
庶
務

係

湯
河
原
区
民
保
養
所

「
あ
だ
ち
荘
」

申
込
方
法
　
噐
芬
の
受
付
け

二
月
二
日
(
月
)
か
ら
開
始
。

二
日
は
区
役
所
七
階
で
抽
遇
・

ま
す
の
で
、九
時
ま
で
に
匍
い

で
く
だ
さ
い
。抽
遇
後
は
、一

月
分
の
空
室
と
一
緒
に
利
用
」

た
い
日
の
三
日
前
ま
で
区
民
`

で
受
付
け
て
い
ま
す

休
館
日
　
▽
二
月
十
一
日
・
十
一

日
・
二
十
四
日
・
二
十
五
日

▽
三
月
十
日
・
十
一
日
・
示

四
日
・
二
十
五
日

料
金
　
一
泊
二
食
付
　
▽
大
人
一
{

千
円
　
▽
子
供
(
四
歳
以
上
ふ

学
生
ま
で
)
千
五
百
円

申
込
資
格
　
区
内
在
住
、在
勤
`

(
二
人
以
上
で
二
泊
三
日
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
係

入
室
児
を
募
集
し
て
い
ま
す

―
区
立
学
童
保
育
室
―

四
月
か
ら
入
室
の
学
童
保
育
児
を
募
集
し
て
い
ま

す
。申
し
込
み
期
限
は
一
月
二
十
四
日
(
土
)
ま
で

で
す
。
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
区

民
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
区
民
セ
ン
タ
ー
・
児
童
館
ま
た

は
学
童
保
育
室
へ
ど
う
ぞ
。

工
業
用
ミ
シ
ン
技
能
講
習
会

日
時
　
二
月
二
日
?
十
六
日
午

前
十
時
～
午
後
三
時

定
員
　
十
六
名
(
先
着
順
)

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
一
月
二
十
六
日
午
前

九
時
か
ら
、
住
所
確
認
の
で
き

る
も
の
(
健
康
保
険
証
な
ど
)

を
本
人
か
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
内
職
補
4
所

(
(
(
-

七
三
四
六

職
員
を
募
集
し
ま
す

特
別
区
保
健
婦

募
集
人
員
　
三
十
名

勤
務
先
　
保
健
所
等

受
験
資
格
　
昭
和
十
一
年
四
月
二

日
以
降
の
生
ま
れ
で
、保
健
婦

の
免
井
を
有
す
る
方
(
取
得
見

込
可
)

試
験
日
(
一
次
)
　
一
月
三
十
日

場
所
　
東
京
区
政
会
館

く
わ
し
く
は
、
特
別
区
人
募
委

員
会
事
務
周
任
用
課
(
　
二
六
五
-

○
六
七
一
)
ま
た
は
区
役
所
人

募
係
へ
。

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

青
井
四
・
五
丁
目
の
一
部

現
在
、
区
内
各
所
で
下
水
道
工

事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

か
、
こ
の
た
ぴ
、
次
の
地
域
の
エ

募
終
了
に
伴
い
、
水
洗
化
が
可
鵬

と
な
り
ま
し
た
。つ
き
ま
し
て
は
、

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
に
は

三
年
以
内
に
水
洗
化
の
工
事
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
　
▽
青
井
四
丁

目
四
五
・
四
六
番
の
一
都
　
▽

青
井
五
丁
目
一
三
・
一
五
～
一

八
番
の
一
都

供
用
開
始
年
月
日
　
昭
和
五
十
五

年
十
二
月
二
十
六
日

問
合
せ
先
　
下
水
道
局
小
菅
支
所

(
　
六
〇
ニ
ー
ハ
ハ
ニ
ニ
)

、

区
役
所
第
二
庁
舎
下
水
遭
課
(

　
(
(
九
―
六
一
六
一
)

水洗化可能区域
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文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

も
よ
お
し
も
の

あ
ん
な
い

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
行
事

第4 回
婦
人
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

皆
さ
ん
の
作
文
を
添
削
し
な
が
ら

文
章
の
作
り
万
を
実
際
に
学
ん
で
い

き
ま
す
。

日
時
・
内
容
　
左
上
表
の
と
お
り

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
女
性
(

忿
口
程
出
席
で
き
る
方
に
限
り

ま
す
。
宿
岨
も
心
ま
す
)

定
員
　
三
十
名
(
応
募
者
多
数
の
堝

合
は
抽
選
)

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
罵
番
号
を
記
入

し
、
「
婦
人
セ
ミ
ナ
ー
応
募
」
と

魯
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
一
月
一
了

四
日
(
肖
囗

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
婦
人
対
策
捐
j
(

〒
旧
千
佳
一
―
四
-
一
(
)

青
年
文
化
教
室

日
時
　
二
月
六
日
と
一
月
十
七
口
の

毎
週
火
・
金
曜
日
(
延
十
ニ
ー日
間
)

時
間
は
い
ず
れ
も
、午
後
六
時
三

卜
分
?
(
時
三
十
分

場
所
　
青
年
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
三
十
歳

以
下
の
方
(
的
回
、
同
一
科
口
受

湧
者
は
除
く
)

科
目
　
料
理
科
、茶
遐
科
(
表
千
家
)
、

レ
タ
リ
ン
グ
科
(
各
科
入
門
コ
ー

ス
)

定
員
　
料
理
科
四
十
名
、
茶
道
科
ミ

十
名
、
レ
タ
リ
ン
グ
弩
↓卜
名

受
講
料
　
無
科
(
教
材
費
は
実
費
負

担
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、希
望

科
口
、住
所
、氏
名
、年
齢
、吽

別
、墸
話
番
号
、勤
務
先
を
記
入

し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
。一
人

一
科
目
一
枚
に
隕
り
ま
す
)

ぶ
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

申
込
期
限
　
一
月
二
十
七
日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
年
館
(
〒
1
2
3

西
新
井
一
F
四
-
一
七

営
(
九

〇
1
0
0

六
一
)

十
六
ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

日
時
　
二
月
十
(
口
工

十
日
こ

卜
四
ロ
ニ

ト
七
日
(
延
七
日
凹

時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
六
時
?
(

時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
で
全
日
程

受
講
可
能
な
方
(
た
だ
し
、
十
六

ミ
リ
資
格
修
了
証
所
持
者
を
除
き

ま
す
)

定
員
　
罘
二
名
(
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
)

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
藁
、
電
話

番
号
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

申
込
期
限
　
一
月
二
十
六
日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
係
(
千
思

千
住
一
i
四
-
一
(
)

フ
ァ
ミ
リ
ー
体
力
テ
ス
ト

判
定
員
講
習
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
体
力
テ
ス
ト
は
、
家

庭
な
ど
で
誰
も
が
で
き
る
体
力
テ
ス

ト
で
す
。
手
軽
に
で
き
る
休
カ
テ
ス

ト
と
し
て
普
及
さ
せ
る
た
め
、
次
の

と
お
り
判
定
員
を
養
成
し
ま
す
。
あ

な
た
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

日
時
　
二
月
二
十
日
・
二
十
七
日

時
閧
は
い
ず
れ
も
午
後
六
時
～
(

時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
七
階
大
会
亀
室

参
加
資
格
　
十
六
歳
以
上
の
区
民

定
員
　
百
名
(
先
着
順
)

講
師
　
吉
岡
信
太
郎
(
区
体
育
指
導

員
・
千
葉
大
学
講
師
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、住
所
、

氏
名
、生
年
月
日
、職
業
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
擽
(
〒
旧

千
住
一
-
四
上
(
)

庭
球
場
の

抽
選
日
の
変
更

冐

の
庭
球
場
の
抽
選
日
は
、
都

合
に
よ
り
一
月
二
十
三
日
(
金
)
に

変
更
し
ま
す
。

な
お
、
会
場
は
区
役
所
七
階
大
会

議
室
で
す
。

問
合
せ
先
　
休
育
課

前回のセミナー風景婦人セミナー日程

区民 カレ ンダ ー
( 2月1日～28日)

4月新築開園

区立上総湊
健康学園

お
子
さ
ん
か
、
「体
が
弱
い
」[

ぜ
ん
そ
く
に
か
か
っ
て
い
る
」

「病
気
に
か
か
り
や
す
い
」
「肥

澗
で
迅
動
嫌
い
」r
偏
食
が
激
し

ご
』
「食
が
細
い
」等
で
、ご
心

配
を
お
持
ち
の
方
、お
子
さ
ん
の

将
米
の
た
め
、今
の
う
ち
に
ぜ
ひ

健
康
を
と
り
も
と
し
て
お
く
こ
と

を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

上
総
湊
健
康
学
園
で
は
、
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
の
も
と
で
、
小
人

数
の
ク
ラ
ス
に
ょ
る
き
め
の
細
か

い
学
習
指
4
と
健
康
指
導
が
受
け

ら
れ
、
夜
は
、
保
母
や
看
護
婦
が

日
常
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
　
小
学
校
三
年
生
～
六

年
生
ま
で
の
児
童
(
十
名

費
用
　
一
ヵ
月
約
一
万
五
千
円
(

家
庭
の
事
情
に
よ
り
減
額
、

免
除
の
制
度
も
あ
り
ま
す
)

申
込
方
法
　
現
在
通
学
し
て
い
る

学
級
の
担
仔
、
養
護
の
先
生
に

二
月
十
四
日
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
学
務
第
二
課
学
校
保

健
係

掲
示
板

税
の
お
知
ら
せ

□
事
業
の
経
営
者
の
方
へ

事
業
用
資
産
を
お
持
ち
の
方
は

毎
年
一
月
一
日
現
在
の
所
有
状
況

を
申
告
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

□
住
宅
用
地
の
申
告

昭
和
五
十
五
年
中
に
、
次
の
事

項
に
骸
当
す
る
方
は
、
函

定
賢

産
税
の
住
宅
用
地
等
申
告
一

」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
し
く
住
宅
と
そ
の
敷
地
を
取

得
し
た
方
　
▼
分
筆
、
合
筆
な
ど

に
よ
り
住
宅
用
地
の
面
積
を
変
更

し
た
方
　
▼
住
宅
の
新
築
な
ど
に

よ
り
土
地
を
新
し
く
住
宅
用
地
と

し
て
取
得
し
た
方
　
▼
住
宅
用
地

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
住
宅
用
地

以
外
の
用
途
に
変
更
し
た
方

申
告
期
限
　
一
月
三
十
一
日
(
土
)

※
申
告
は
、
な
る
べ
く
お
早
目
に

お
願
い
し
ま
す
。

申
告
・
問
合
せ
先
　
賢
産
(
土
地
)

の
所
在
地
の
2
3区
内
都
税
募
務

所
、
市
役
所
、
町
村
役
場

□
還
付
申
告
や
贈
与
税
の
申
告
は

お
早
目
に

。

く
わ
し
く
は
、
足
立
・
西
新
井

税
務
署
へ

。

昭
和
五
十
五
年
度
住
民
税

第
四
期
分
の
納
期
限
は
、一

月
三
十
一
日
で
す
。お
忘
れ

な

く

。

公
立
学
校

臨
時
教
員
・

事
務
職
員
募
集

公
立
学
校
の
女
子
教
貝
お
よ
び

事
務
職
輿
等
が
育
児
の
た
め
の
休

業
、
ま
た
は
産
前
産
後
休
暇
を
と

っ
た
場
合
に
、
そ
の
代
替
と
し
て

勤
務
す
る
臨
時
的
任
用
補
助
教
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
　
教
諭
、
養
護
教
諭
、寮
母
、

事
務
、
栄
養
士
、
司
一

願
書
受
付
期
間
　
二
月
二
日
～
四

日
、
お
よ
び
毎
年
三
・
六
・
九
・

十
二
月
の
一
日
か
ら
五
日
ま
で
(

日
・
祭
日
を
除
く
)

く
わ
し
く
は
、
都
教
育
庁
人
事

部
検
定
課
【　
无

ニ
ー
五
一
一

】内
線
四
四
-
三
〇
二
)
へ
。

足
立
高
等
保
育
学
院

生
徒
募
集

四
月
入
校
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
一
都
=一
百
名
、
二
郎

・・・五
十
名

試
験
日
　
筆
記
・
・
・
二
月
二
十
二
日

実
技
・
=
二
月
二
十
三
日
?
二
十

五
日
(
い
ず
れ
か
一
日
)

試
験
科
目
　
筆
記
=・
0
梧
、
社
会

実
技
・・・音
楽
、
体
育

受
付
期
間
　
二
月
二
日
～
十
日
、

時
閥
は
い
ず
れ
も
、
午
前
十
時
?

午
後
六
時

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
高
等
保

育
学
院
(
鳥
根
ニ
ー
ニ
四
丿
一

八
(
五
-
四
七
〇
二
)

職
業
訓
練
生
募
集

科
目
　
テ
レ
ビ
技
術
、電
気
工
事
、

自
動
車
整
備
技
術
、機
械
、経
理

募
務
、
塗
装
、木
工
、ト
レ
ー
ス

対
象
　
義
務
教
育
修
了
者
(
科
目

に
よ
っ
て
は
、
高
卒
程
度
の
学

力
を
必
要
と
す
る
も
の
が
あ
り

ま
す
)

募
集
人
員
　
三
十
～
(
十
名

訓
練
期
間
　
一
年
ま
た
は
六
ヵ
月

募
集
期
限
　
二
月
十
八
日

選
考
日
　
二
月
二
十
五
日

入
校
日
　
四
月
三
日

問
合
せ
先
　
足
立
高
等
職
業
馴
練

校
　

六
〇
五
上
(
一
四
六

表
彰

昨
年
十
二
月
七
日
、

千
往
桜
木
二
丁
目
先
の

阻
圧
爿
に
お
い
て
。
老
j
を
凋
″吐

危
険
を
か
え
り
み
ず
救
お
う
と
し

て
殉
難
さ
れ
た
荒
川
区
町
屋
三
-

二
五
-
(

、
山
崎
武
人
さ
ん
(
一

九
)
の
勇
敢
な
行
い
を
た
た
え
、

昨
年
十
二
月
二
十
六
日
、
区
長
よ

り
山
崎
さ
ん
の
父
武
志
さ
ん
に
表

彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
、
弔
意

を
伝
え
ま
し
た
。

お
礼

育
英
賢
金
貸
付
事
業

の
た
め
に
、
次
の
方
々

か
ら
多
額
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

▽
原
政
偉
さ
ん
(
竹
の
塚
一
上
二

四
I

匸
二
)

▽
大
原
房
代
さ
ん
(
梅
田
六一
四
-

一
三
)

▽
大
駒
松
之
助
さ
ん
(
舎
人
ニ
ー

一
(
一
(
)

▽
細
井
太
郎
一
さ
ん
(
中
央
本
町

二
上
ニ
ー
一
八
)

T. TO　237, 000


